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「
哲
子
の
部
屋
」
な
ど
巷
で
話
題
の
哲

学
対
話
が
「
す
ぎ
な
み
大
人
塾
」
と
し
て
、
セ
シ

オ
ン
杉
並
に
凱
旋
し
た
の
は
５
月
２５
日
の
こ

と
。
３
か
月
間
対
話
を
積
み
重
ね
て
き
た
受
講
生

が
、
１
か
月
に
及
ぶ
準
備
を
経
て
一
般
の
方
を
相

手
に
し
か
け
た
の
が
今
回
の
「
初
秋
の
オ
ー
プ
ン

哲
学
対
話
」
で
あ
る
。
ド
キ
ド
キ
す
る
受
講
生
が

迎
え
た
当
日
。
参
加
者
は
２７
名
で
受
講
生
も
含

め
る
と
会
場
は
熱
気
ム
ン
ム
ン
。
冷
房
も
用
を
な

さ
ず
、
扇
風
機
ま
で
も
が
動
員
さ
れ
る
事
態
に
。 

 
 

 

は
じ
め
に
な
さ
れ
た
お
題
の
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
で

は
、
７
つ
の
お
題
の
担
当
者
そ
れ
ぞ
れ
が
「
な
ぜ
そ
の

お
題
に
し
た
の
か
」「
何
を
話
し
合
い
た
い
の
か
」
を
力

説
。
参
加
者
も
、
自
分
が
希
望
し
た
お
題
と
は
別
の
お

題
の
説
明
を
聞
く
こ
と
で
、
そ
の
込
め
ら
れ
た
思
い
を

共
有
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
は
視
聴
覚
室
と
和
室
と
に

分
か
れ
、
ま
ず
は
自
己
紹
介
開
始
。
な
に
せ
当
日
初
め

て
顔
を
合
わ
せ
た
方
も
多
数
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
参

加
者
の
方
々
の
中
に
は
緊
張
し
た
方
も
い
た
よ
う
だ
。 

ど
れ
だ
け
自
己
を
開
示
す
る
か
…
、
そ
ん
な
参

加
者
の
緊
張
感
（
コ
リ
）
を
ほ
ぐ
す
場
面
に
つ

い
て
受
講
生
Ｕ
氏
（
杉
並
区
在
住
）
は
こ
う
ふ

り
か
え
る
。
「
最
初
、
話
し
合
お
う
と
し
た
と

き
暗
い
表
情
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で

す
が
、
受
講
生
の
Ｙ
さ
ん
が
、
ご
自
身
の
お
話

を
交
え
な
が
ら
自
己
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
ん
で
す
。
次
の
順
番
が
そ
の
方
だ
っ
た
ん
で

す
が
、
『
Ｙ
さ
ん
が
あ
の
よ
う
に
自
己
紹
介
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
話
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
り
、
さ
ら

に
そ
の
言
葉
で
話
が
深
め
ら
れ
て
…
」
自
己
開

示
を
す
る
こ
と
で
話
し
手 

の
経
験
や
背
景
を
知
り
、 

そ
の
こ
と
が
対
話
に
さ
ら 

な
る
深
み
を
も
た
ら
す
。 

自
己
開
示
の
大
切
さ
を
示 

す
ひ
と
コ
マ
で
あ
っ
た
。 

 
 

人生の価値・意味とは何か？ 

人はどこまで助け合うべきか？ 

日本の若者は幸せなのか？ 

車の来ない赤信号 渡る？渡らない？ 

ご近所づきあいは必要か？ 

大人って何？ 

本当に客観的に見るにはどうする？ 

①  

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆ この新聞は事務局スタッフの独断と偏見と多少の事実に基づき作成しております。 

 

★お題一覧★ 



 

 

 

 

  

 

お元気な方がいてビックリしました。いくつ

になっても興味心を持っていたいです。 

 

 

 

（１

１） 

 

（１

０） 

 

（９

） 

 

（１

１） 

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

明
ら
か
に
な
る 

驚
き
の
効
果 

１位 区報（１３）     

２位 ポスター・チラシ（３） 

２位 知人からの紹介（３） 

３位 ＨＰ（２） 

１：この講座を知ったきっかけは？ 

２：参加されたきっかけは？ 

１位 哲学対話に興味がわいた（１３） 

２位 話したい「お題」があった（５） 

 

Ｑ：対話の「お題」はどうでしたか？ 

とても 

よかった よかった 

Ｑ：進め方はどうでしたか？ 

とても 

よかった よかった 

満足度 

その他 

満足度 

私たちの社会に欠けるものは何か？それは語り合うことである

と思います。対話は確かに聴く事、そして、本音を的確な言葉で

表現すること。そしてお互いに理解を深めることであります。 

自分では赤信号を渡る派と思ってたが状況により渡っていない方が多く、自分でも驚嘆です。 

自分の心の整理もできたし、テーマに対す

る新しい発見があり勉強になりました。す

べてのテーマに参加してみたかった。 

自分の抱えている問題に参考

になる意見を多く聞けた。 

若い人の意見がとてもよかったです。年配

者も頑張っています。みんなステキです！ 

他世代、異業種、

な ど 様 々 な 経 験

を お 持 ち の 方 と

対話でき、有意義

な時間でした。 

ファシリテーターのご尽力により、有意義な時間でした。 

非常に意義の

ある内容で良

かった。感謝。 

人の話を真剣に聞く事ができ

ました。普段はなかなかでき

てない自分に気付きました。 

あまりシート類にとらわれず、

ファシリテーターが問題提起者

になり、それについて議論を深

めていってはどうでしょうか。

議論が閑散しないと思います。 

赤信号のことでここまで対話できるとは思ってもいな

かったので、いい意味で予想を超えるイベントでした。 

 

色々な方の考えが聞けて面白かった。初めに進め方、時間配分を話して始めるのが良いかも。 

もっともっと勉強し

たくなった。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が
集
ま
っ
た
今
回
の
哲
学
対

話
。
参
加
者
の
方
々
に
は
多
く
の
効
能
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
「
新
た
に
気
付
い
た
！
」「
お
ど
ろ
い
た
！
」
「
予
想

を
超
え
た
！
」
「
有
意
義
だ
っ
た
！
」
な
ど
の
声
で
ア
ン

ケ
ー
ト
は
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
で

哲
学
対
話
の
手
法
が
必
要
と
さ
れ
る
機
会
は
多
く
な
る

の
で
は
？
と
い
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
と
な
っ
た
。
（
瀬
山
） 

※
あ
く
ま
で
も
個
人
の
感
想
で
す
。 

 

効
能
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。 


